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もりのにぎわい通信  
 

2025年 1月５日 活動報告（井戸掘り） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2025年 1月 5日（日）8：30～17:00 

場所：小山町 観音地 

天候：晴 気温 3～11℃ 湿度 55% 風向 北北西 風速 1.8m/s 

参加者：16 人：子供 0 人、大人 16 人（内土地改良区 0 人） 

■活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

8:30集合 

    井戸掘り作業開始 

    クズの蔓切、エルダーフラワー（西洋ニワトコ）の苗植え、 

枝打ち、枝打ちした枝の焼却場への運搬、 

10:30休憩 

   作業再開 

12:30昼食 

13:30井戸掘り作業 

枝打ち、枝打ちした枝の焼却場への運搬 

17:00 片付け・解散 

 

■活動報告 

年も明けて、この冬休みを利用して安房高校の先生 2人と生徒さん 8人と先生のお子さんで井戸掘り

に来られました。お正月らしい寒さでしたが風もなく澄み渡った冬晴れでした。 

今回も前回同様、土気駅に 8時過ぎに到着されました。井戸のまわりのビニールシートや置いてある

バスタブには氷が張っていたので、早速、少しでも暖が取れるように焚火の用意をしました。 

こちらの参加者は、金井さん、和田さん、傅さん（ふうさん）、星野夫婦でした。傅さんは井戸掘りの

方に加わってもらい私たちは、和田さんが持参されたエルダーフラワー（西洋ニワトコ）を植えること

にしました。お花はシロップに実はジャムにするといいそうなのでお花も実も楽しめますし枯れた木に

はキクラゲが出るかもしれません。楽しみな樹木です。 

また、一方で広場のシラカシが大きくなりすぎて夏は木陰になっていいのですが、冬に日陰が大きく

なっていたので伸びた枝を脚立に登ってノコギリで伐りました。 

その後、枝打ちした枝を焼却場へ運搬しました。 

こうして、作業している間も高校生の笑い声がズーッとしていて「箸が転んでもおかしい年頃」なので

しょう。みんなで楽しんで作業をされている様子でした。 

前回同様単管パイプの杭を打ち込んで底の地面を砕いて砂や泥をかきとる作業をされていました。次

第に泥水も上がるようになっていて泥をくみ上げる道具を下すと水の感触を得るようになり、先生と生

徒で共有。ガバガバと水の音もします。60㎝位まで水が上って来ました。 

こうして、夕暮れになるまで作業は続けられ、最後に集合写真を撮り後片付けをして解散となりました。 

次回は、いよいよポンプを取り付ける予定です。 
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朝早くから夕方まで皆さんが頑張ったお陰で深さ 12ｍまで辿りつきました。本当に寒い中、朝早くから

お疲れ様でした。 

記録:星野 静枝 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、１月 25 日（土）（雨天の場合１月 26 日(日)） 

除草作業、クズの蔓切、枝打ちを予定。作業はコロナ禍の為、午前中のみとします｡ 

但し､井戸掘り作業は終日を予定しています。 

 

 

 

集合写真（解散前に急いで撮影） 

 

http://www.g-cycle.org/
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井戸掘り作業風景 
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